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［参考］日本銀行 各支店跡地の主な活用事例

① 建物を残し跡地を活用 ２例（京都、松江）

② 建物を取壊し跡地を活用 ２例（大分、那覇）

③ 活用方法を検討中 １例（釧路）

５例
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金沢支店
①建物を残し跡地を活用 ②建物を取り壊し跡地を活用 ③活用方法を検討中

旧京都支店 旧松江支店 旧大分支店 旧那覇支店 旧釧路支店

所在地 金沢市香林坊2-3-28
京都市中京区三条通高倉
西入菱屋町48番地

松江市殿町43 大分市府内町1丁目1-1 那覇市松山1丁目2番1号 釧路市大川町2-26

竣工 昭和29年（1954年） 明治39年（1906年） 昭和13年（1938年） 昭和47年（1972年） 昭和27年（1952年）

設計 （株）山下設計 辰野金吾、長野宇平治 長野宇平治 西村好時

構造
鉄骨･鉄筋コンクリート
造、地下1階付地上3階建、
陸屋根

煉瓦造、2階建、一部地
下1階、スレート葺、両
翼塔屋付、袖塀附属

鉄筋コンクリート造3階
地下1階建、塔屋、煙突
及び塀付

鉄筋コンクリート造り地
下1階、地上2階建

敷地面積 約4,700㎡ 約2,200㎡ 約2,900㎡ 約4,300㎡ 約2,700㎡

延床面積 約4,800㎡ 約1,800㎡ 約2,200㎡ 約3,700㎡

駅からの距離
JR金沢駅から2.0km
（徒歩26分）

地下鉄烏丸御池駅から
290ｍ
（徒歩4分）

JR松江駅から1.4km
（徒歩19分）

JR大分駅から280ｍ
（徒歩4分）

ゆいレール県庁前駅から
400ｍ
（徒歩6分）

JR釧路駅から1.3km
（徒歩17分）

中心市街地活性化
基本計画

中心市街地計画区域内 計画なし 中心市街地計画区域内 中心市街地計画区域内 中心市街地計画区域内 中心市街地計画区域内

都市計画
マスタープラン

中心商業・業務地区
広域的な商業・業務が中
心となる地域

商業・業務地区 商業・業務地区 業務地域 沿道商業業務地区

都
市
計
画
規
制
等

用途地域
商業地域
容積率：600％
建蔽率：80％

商業地域
容積率：400％
建蔽率：80％

商業地域
容積率：300～500％
建蔽率：80％

商業地域
容積率：600％
建蔽率：80％

商業地域
容積率：600％
建蔽率：80％

商業地域
容積率：400％
建蔽率：80％

防火・準防
火地域

防火地域 準防火地域 準防火地域 準防火地域 防火地域 準防火地域

高度地区 45ｍ高度地区 15m 第4種高度地区

跡地の用途
京都文化博物館別館
（1988年）

カラコロ工房(2000年) 祝祭の広場（2019年）
沖縄セルラー電話（株）
（2012年）

検討中

跡地の整備主体 京都府 松江市 大分市 沖縄セルラー電話(株) 釧路市

備考 令和５年の秋頃移転予定 重要文化財 登録有形文化財（建造物）
民間企業が取得した後
大分市が取得

特になし 特になし

［参考］主な日本銀行各支店跡地の立地条件等の比較
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タブノキ稲荷神社

金沢支店

設計 ： （株）山下設計

竣工 ： 昭和29年（1954年）

用途 ： 博物館

構造・面積 ： 鉄骨･鉄筋コンクリート造、地下1階付地上3階建、陸屋根、約4,800㎡（延床面積）

所在地 ： 金沢市香林坊2-3-28

駅からの距離 ： JR金沢駅から2.0km（徒歩26分）

平成30(2018)年５月に駅西(広岡３丁目地内)への移転の意向が示され、新支店は
令和５(2023)年秋頃に完成予定（現在建設中）。

GoogleMap

金沢支店

JR金沢駅

金沢城

金沢市
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金沢支店

出典：金沢市まちづくり支援情報システム

■周辺の土地利用図

金沢支店は、商業地域として金沢市の中心市街地に位置している。

金沢支店

JR金沢駅

金沢城
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旧京都支店（現在：京都文化博物館別館）

写真・年表出典：京都博物館HP

設計 ： 辰野金吾（日本近代建築の父）＋長野宇平治（辰野金吾の弟子）

竣工 ： 明治39年（1906年）

用途 ： 博物館

構造・面積 ： 煉瓦造、建築面積884.4m2、二階建、一部地下一階、スレート葺、両翼塔屋付、袖塀附属

所在地 ： 京都府京都市中京区三条通高倉北西角

駅からの距離 ： 地下鉄烏丸御池駅から290ｍ（徒歩4分）

跡地の整備主体 ： 京都府

①建物を残し跡地を活用

現在の建物は、1906年（117年前）京都支店として竣工。
その後、京都府が改修・復元を行い、1988年（35年前）京都文化博物館別館となり

現在に至る。

出典：建築物紹介サイト、文化遺産オンライン

GoogleMap

京都文化博物館別館

二条城

JR二条駅

京都御所

平安神宮

八坂神社

烏丸御池駅

京都市
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■周辺の土地利用図

出典：京都市都市計画情報検索システム

京都文化博物館 別館

現在の建物（京都文化博物館別館）は、商業地域に位置しており、景観整備地区として、
沿道景観に寄与している。 ※1966年（57年前）国の重要文化財指定

旧京都支店（現在：京都文化博物館別館） ①建物を残し跡地を活用

（界わい景観整備地区内）

GoogleMapストリートビュー

❶

❶

商業地域
職住共存特別用途地区
地区計画

烏丸御池駅

二条城

平安神宮

京都御所

八坂神社



カラコロ工房❶
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設計 ：長野宇平治（日本近代建築の父・辰野金吾の弟子）

竣工 ：昭和13年（1938年）

構造・面積 ：
鉄筋コンクリート造3階地下1階建、建築面積633㎡、塔屋、
煙突及び塀付

所在地 ：島根県松江市殿町43

駅からの距離 ： JR松江駅から1.4km（徒歩19分）

跡地の整備主体 ：松江市

出典：カラコロ工房HP、文化遺産オンライン

現在の建物は、1938年（85年前）に完成。
松江城まで約0.6㎞、JR松江駅まで約1.2㎞に位置している。
1996年（27年前）、松江市が施設を取得し、改修され現在に至る。

旧松江支店（現在：工芸館「カラコロ工房」）

GoogleMap

松江城

JR松江駅

❶

出典：GoogleMapストリートビュー

①建物を残し跡地を活用

GoogleMap

松江市
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旧松江支店（現在：工芸館「カラコロ工房」）
工芸館は、匠をテーマに、銀・ガラス・陶芸・木工等の体験教室や店舗などが整備され

カフェやレストランも充実しており、市民や観光客から親しまれる施設となっている。
季節ごとのイベントが充実し、例えば梅雨時には広場の空を彩る「アンブレラスカイ」

などが実施されている。

出典：しまね観光ナビHP

出典：出雲テラスHP

①建物を残し跡地を活用



9別冊 日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について

カラコロ工房

出典：マップ on しまね

■周辺の土地利用図

現在の建物（カラコロ工房）は、商業地域として松江市の中心市街地の内、近代建築
群を活かした挑戦を生みだすゾーンに位置づけられている。

①建物を残し跡地を活用旧松江支店（現在：工芸館「カラコロ工房」）

松江城

JR松江駅
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旧大分支店（現在：祝祭の広場） ②建物を取壊し跡地を活用

旧日本銀行大分支店は、1970年（53年前）に移転後、民間企業が跡地を取得し、
スーパーマーケットが建設され、2011年（12年前） に閉店。
その後、大分市は、ラグビーワールドカップ開催に向け、2017年（6年前）に跡地を

取得し、2019年（4年前）、中心市街地の回遊性や滞留性を高める目的で「祝祭の広場」
が整備され、現在に至る。

GoogleMap

祝祭の広場

出典：日本銀行大分支店HP

出典：都市商業研究所HP

閉店

駅からの距離 ：JR大分駅から280ｍ（徒歩4分）

JR大分駅

大分城址公園

大分市
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旧大分支店（現在：祝祭の広場） ②建物を取壊し跡地を活用

出典：全国まちなか広場研究所HP所在地 ：大分市府内町1丁目1-1

駅からの距離 ： JR大分駅から280ｍ（徒歩4分）

跡地の整備主体 ：大分市
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出典：おおいたマップ

■周辺の土地利用図

祝祭の広場

旧大分支店（現在：祝祭の広場） ②建物を取壊し跡地を活用

現在の建物（祝祭の広場）は、商業地域として大分市の中心市街地に位置している。

JR大分駅

大分城址公園
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旧那覇支店（現在：民間通信事業者の社屋） ②建物を取壊し跡地を活用

旧那覇支店は、2007年（16年前）に移転後、民間通信事業者が跡地を取得し、
2012年（11年前）社屋を建設し、現在に至る。

出典：日本銀行那覇支店HP

出典：沖縄セルラー電話(株)HP

GoogleMap

旧那覇支店跡地

県庁前駅

那覇市

所在地 ： 那覇市松山1丁目2番1号

駅からの距離 ： ゆいレール県庁前駅から400ｍ（徒歩6分）

跡地の整備主体 ： 沖縄セルラー電話(株)



出典：なはＭＡＰ
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■周辺の土地利用図

旧那覇支店跡地

県庁前駅

旧那覇支店（現在：民間通信事業者の社屋） ②建物を取壊し跡地を活用

現在の建物（民間通信事業者の社屋）は、商業地域として那覇市の中心市街地に位置している。
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旧釧路支店 ③活用方法を検討中

旧釧路支店は、1952年（71年前）に竣工し、2013年（10年前）移転。
2015年（８年前）釧路市は、土地と建物を取得し、現在、活用方法を検討中である。

旧釧路支店

出典：GoogleMapストリートビュー

GoogleMap

駅からの距離 ： JR釧路駅から1.3km（徒歩17分）

JR釧路駅

釧路市

所在地 ： 釧路市大川町2-26

駅からの距離 ： JR釧路駅から1.3km（徒歩17分）

跡地の整備主体 ： 釧路市
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出典：釧路市ＨＰ

■周辺の土地利用図

旧釧路支店

旧釧路支店 ③活用方法を検討中

旧釧路支店は、商業地域として釧路市の中心市街地に位置している。

JR釧路駅


	スライド 0
	スライド 1: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 2: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 3: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 4: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 5: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 6: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 7: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 8: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 9: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 10: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 11: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 12: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 13: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 14: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 15: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について
	スライド 16: 別冊　日本銀行 各支店跡地の主な活用事例について

